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1．は じめ に

　メソモデル を用い た台風の数値シ ミュ レ
ー

シ ョ ン

にお い て は、乱流の 効果はパ ラメタ リゼ
ー

シ ョ ン し

て扱 う。一方、台風内の詳細な乱流構造に関して は、

台風内の 局所的な領域を対象と した ラージ ・エ デ

ィ ・シ ミュ レーシ ョ ン（LES）に より、台風境界層の 変

曲点不安定で 生 じた ロ ール 状の組織構造（Nakallishi

and 　 Ntin〔〕 2012）や壁 雲付近で の 局 所的な 突風

（Ro 加 nno 　et　aL 　2009）の研究が ljわ れ て い る 。

近年、スーパ ー
コ ン ピ ュ

ータ 「京」 を利用 す るこ

とに より、これまで にない 人規模並列計算が可能で

となっ た。そこ でメソモ デル の解像度を Eげ、慣i4…

小領域の甜流渦を解像で きるLES として利用する こ

とに より、台風の境界層や壁雲付近の微細構造 もあ

る程度現実的に表現 しっ っ
、 台風に伴う循環全体を

広大な領域にお い て 再現する
「台風全域 LES」 を初

め て 行っ た
。 本講演で は

、 その初歩的な結果に つ い

て報告する。

2．手法 ：モ デル 、 初期値作成と LES 実行

大泉ら（2014 年春学会）に よっ て 「京」 向けにチュ

ーニ ン グされた気象庁非静力学モ デル を用 い る。た

だし、 データ 10 部分は独自の簡略化を行 っ た 。 鉛

直格子は 60 層で 、高度 とともに
一

定の ス トレ ッ チ

をか けるが、境界層内の 鉛直解橡 度は ］OOm 程度を

維持する。 1則面は 2重周期で ある。 領域は 2000km

（・）：覊

糴
鵬 鯵

一
響σ

灘
1：鍛 蹲響

薫
聾

畷
養

s ｛ilr−；
ζIM．「鱗

x2000kmx24km で ある。1 モーメ ン トバ ル ク法の

雲 物 埋 （qc ，qr，qs，qci，qg）と 乱 流 過 程 （Deat
’droff

1973）を導入す る。

　最初に 、LES の初期値 を得るため、水平解像度

2kInで 発達 した 台風 を再現す る。　 Sawada　and

Iwasaki（2010）と同様、　Jordan（1958）の環境場に最

大風速半径 50kn1 の初期渦を置い て 時間積分 し、台

風を自発的に発達させ る。 台風が十分発達した 120

時間後の計算結果を線形内挿 し、水平解像度 100m

の LES の初期値とした 。

　IES の言1算 に は、京 コ ン ピ ュ
ーター9216 ノード

並列を用い た。 1時間分の積分に要する計算時間は

約 9 時間半で ある。

3．結果

下図は 、 言1算開始 6 時間後の水平櫞 度 2  と

100m の海面上 10m の水平風速の絶対値を比較 し

た もの で ある 。 強風域は眼を取 り巻 く組織的なm 一

ル に局在化 して い るが、Roturmo　eL　al．（2009）の よ

うな極端な水平風速の増大は み られなか っ た。講演

で は様々 な解析結果につ い て も報告する予定で ある。
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図 ： （a）角轍 度 2  、126 時間後 と （b）解皴 100m、　 IES 開始後 6 曙髏 の計鞭 域中央付近

に おける、高さ 10m の水平風速の絶対値を比較 。
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